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1. はじめに 

園芸やガーデニングなどの植物の育成は趣味と

して盛んに行われている. これらの植物育成の主

目的は果実や穀物などの生産物の獲得ではなく, 

他の生物との生活空間の共有による孤独感の解消

や, 植物の形状や色彩の鑑賞, 植物の成長による

達成感や充実感の充足といった, 育成者自身の生

活や体験の充実におかれていると考えられる.  

植物の特徴の一つは, 自発的な動作や発声をし

ないことである. したがって植物は, 人手による

世話が必要でもそれを伝えることが困難なうえに,

世話や外部からの刺激に対する反応が乏しく, こ

れらの影響が目視できるまでに時間がかかる. そ

のため, 育成者は植物への関心と育成のモチベー

ションを長期間維持する必要があり, これらを欠

くと植物を枯らせるなどの失敗につながりやすい. 

そこで本研究では, 植物にインタラクションを

付与することで, 植物の育成をより楽しめるよう

なシステムを提案する.  

 

2. 関連研究 

植物と人間の間に新たな関係を模索する試みは, 

これまでにも行われている. 

PotPet[1]は, 植物を搭載してセンサの情報に

よって自律移動する植木鉢型ロボットで, 光を求

めて移動し, 土が乾くと人の周囲をうろついて水

やりの催促をする. 植物が水を得ると喜ぶような

動作によって即座にフィードバックを返す.萌え

木[2]では, 環境情報の強調表示や植物のリアク

ションの高速なフィードバック, 愛着の促進を目

的に, カメラからの植物の映像に妖精の姿を模し

たエージェントを重ねて表示している. また,緑

さん[3]では, 植物に触れた時の生体電位の変化

を利用した相性占いや植物に光を与えるブログパ

ーツ, それらの利用回数や結果等からブログ記事

を 自 動 生 成 す る シ ス テ ム を 開 発 し た . 

Botanicalls[4]は植物の水やりの時期を通知する

装置で,土壌の水分不足を検知すると, マイクロ 

 

 

 

 

ブログサービス Twitter 上の 140 字以内の短文･

ツイートや電話で育成者に水やりを促す. 

本研究では, 既存研究で行われてきた育成支援

に加え, 植物育成の楽しみのひとつである, 本来

長期間かかる植物の成長を, より実感しやすくな

るようなシステム設計を目指す. 

 

3. Botanicalife 

3.1 システムの概要 

Botanicalife は, 植物育成の楽しさを拡張す

ることを目的としたエンターテインメントシステ

ムである. 本システムは植物にインタラクション

を付与することで, 人間の植物とのインタラクシ

ョンや興味関心の促進を目指す. より具体的には, 

植物の成長に関わる環境情報を取得し, その情報

を元に育成者に対して植物からの欲求の形で行う

べき世話を提示する. この欲求に対して育成者が

植物に世話をしたとき, それに対する植物からの

反応を速やかに返すことで, 植物と人間のインタ

ラクションを発生させると共に, 育成者のモチベ

ーションの維持と愛着の促進を目指す. 

植物には様々な種類があるが, 本システムは室

内でも育成することを想定し, 5 号(直径 15cm)の

植木鉢で育てられる程度の大きさの植物を対象と

している. 

 

3.2 設計 

図 1 に Botanicalife の概観を示す. 前述の通

り, 植物は人手による世話が必要な時でも自力で

訴えることが出来ない. そこで本システムでは, 

植物の生育に重要な土壌の水分量と光量をセンサ

によって取得し, それらが不足している時に世話

が必要な状態にあることを育成者に通知し, 世話

を促す. これによって, 育成者は, 育成支援とモ

チベーションの維持を受けると同時に, 植物は必

要な世話が得られ, 双方にメリットをもたらす.

また, 本システムでは世話以外にもインタラクシ

ョンの幅を持たせるために, 周囲の音声を検知す

るマイクを設置する. 植物には不可能であった, 

人声や物音への反応を実現することで, 育成者が

植物に声をかけるといった世話以外のインタラク

ションの誘発を目指す.  
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図 1: Botanicalife の概観 

 

植物の生育には時間がかかるため, 育成の効果

や達成感, 植物の成長を実感できずにモチベーシ

ョンを失うという問題点があった. この問題点を

解消するために, 植物の成長記録を自動生成する

機能を作成する. 成長記録には, 一日のインタラ

クションの内容やその日の植物の写真を掲載する. 

写真撮影は人の動きを検知するモーションセンサ

を設置して, 周囲での人の動きを検知したタイミ

ングで行う. これによって, 植物の写真に育成者

などが写り込む現象を狙い, あたかも植物が写真

を撮っているように感じさせる効果を狙う. 成長

記録や写真を閲覧することで, 育成者はこれまで

の世話の成果やコミュニケーション履歴を振り返

ることができるほか, 植物の成長や生活を共にし

ている感覚を得られると考えている. 

 

3.3 実装 

図 2 にシステムの構成図を示す.センサには土

壌の電気抵抗値から水分量を測定する土壌水分量

センサ, 明るさに応じて電気抵抗値が変化する光

センサ, 周囲の音声を検知するマイク, オブジェ

クトの動きを検出するモーションセンサを用いた. 

光センサは植物の影に隠れた状況などの誤作動を 

 

 

図 2:システムの構成図 

防ぐために 3 個の光センサを植木鉢の縁に等間隔

に配置して各センサからの測定値の中央値を採っ

た. 

システム全体の制御には ,マイコンボード

Arduino を用いて, センサからの環境情報の取得

とパソコンとの通信を行う. 植物を植えた植木鉢

と Arduino を一回り大きい植木鉢の中に格納する

ことで機械的な外見と印象を与えることを防ぐ. 

植物からの世話の要求の通知や世話に対するリ 

アクションの提示には, 植物が視界外にある場合

でも確実に伝えるため携帯端末のバイブレージョ

ンとディスプレイで通知する方法と, 携帯端末を

取り出して確認する労力を省くためにシステムに

設置した LED で通知する方法の 2種類を用いた. 

また, 植物の成長記録は植物からの通知を行う

携帯端末上で動作する専用のアプリケーションを

作成した. 

 

4. おわりに 

本稿では, 植物育成の楽しさを増幅することを

目的としたエンターテインメントシステム , 

Botanicalife を提案した. また,その機能の概要

と設計を説明し, システムの実装について述べた.

本システムを用いることで, 世話の提示やモチベ

ーションの維持などの植物育成の支援, 世話の範

疇に留まらないインタラクションの発生といった

利点がもたらされることが期待できる. 

今後は開発したシステムを用いて実際の植物を

育ててもらい, システムの有効性の評価実験を行

う予定である. 
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